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１ はじめに 

児童・ 生徒は ，未 曾有 の災害 ， 少子 高齢 化・ 人口減 少，感 染症 等の 直面す る課題 を乗 り

越え，AI やビ ッグデ ー タ，IoT，ロボテ ィク スとい った技 術が 発展 した Society5.0 時 代 を

見据え て， 急 激に 変 化 する時 代 を生 きて い く 必要が ある 。 その よう な時代 の中で ， 我 が国

の学校 教育に は， 一人 一人の 児童・ 生徒 が， 自分の よさや 可能 性を 認識す るとと もに ，あ

らゆる 他者を 価値 のあ る存在 として 尊重 し， 多様な 人々 と 協働 しな がら様 々な社 会的 変化

を乗り 越え ， 持続 可能 な社会 の創り 手と なる ことが できる よう ，そ の資質 ・能力 を育 成す

ること が求め られ てい る。  

令和４ 年 12 月には ， 中央教 育審議 会 答 申と して「『 令和 の日本 型 学校教 育 』を 担う 教師

の養成 ・採用 ・研 修等 の在り 方につ いて ～『 新たな 教師の 学び の姿 』 の実 現と， 多様 な専

門性を 有する 質の 高い 教職員 集団の 形成 ～」が示さ れた 。こ の答申 の 中で，「新 たな 教師 の

学びの 姿」と して ，以 下の４ 点が挙 げら れて いる。  

 

・ 変 化 を 前 向 き に 受 け 止 め ， 探 究 心 を 持 ち つ つ 自 律 的 に 学 ぶ と い う 「 主 体 的 な 姿 勢 」  

・ 求 め ら れ る 知 識 技 能 が 変 わ っ て い く こ と を 意 識 し た 「 継 続 的 な 学 び 」  

・新 た な 領 域 の 専 門 性 を 身 に 付 け る な ど 強 み を 伸 ば す た め の ，一 人 一 人 の 教 師 の 個 性 に 即 し

た 「 個 別 最 適 な 学 び 」  

・ 他 者 と の 対 話 や 振 り 返 り の 機 会 を 保 証 し た 「 協 働 的 な 学 び 」  

 

つまり ，Society5.0 時 代にお ける教 師 が ，時 代の変 化に対 応し て 求 められ る資質 能力 を

身に付 けるた めに は， 個々の 教師が 養成 段階 に身に 付けた 知識 技能 だけで 教職生 涯を 過ご

すので はなく ，求 めら れる知 識技能 が変 わっ ていく ことを 意識 して ，継続 的に新 しい 知識

技能を 学び続 けて いく ことが 必要 だ とい える 。教師 には， その 中で 得られ た 学問 とし ての

知見を ，学校 教育 の 教 科等の 中で， 学習 内容 や方法 を 精査 して 教育 実践し ていく こと が求

められ ると考 えら れる 。  

以上の 事を踏 まえ ，本 研究で は ，授業 づく り に関わ る教師 の資 質能 力に 焦 点をあ て ，小・

中学校 教員が 連携 ・協 働して 研究お よび 授業 実践を 行うこ とに した 。その 際， こ れま で本

校の研 究で追 究し てき た 「教 科等本 来の 魅力 に迫る 授業」 に関 する 授業づ くりの 視点 を基

に，教 師の資 質能 力を 具体的 に 明ら かに する ことに した。  

教 科 等 本 来 の 魅 力 に 迫 る た め の 教 師 の 資 質 能 力 Ⅱ  

－  － 
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２ 研究の経緯 

本校で は，令 和元 年度 から令 和３年 度ま で 「 教科等 本来の 魅力 と学 びのつ ながり 」を 中

心に， 児童 ・ 生徒 に「 グロー バル時 代を きり ひらく 資質・ 能力 」を 育むた めの学 びを 豊か

にする 授業を ， 小 ・中 学校教 員 が協 働し て研 究およ び授業 実践 を行 い， 深 化させ てき た 。 

その中 で ，教 科等の 内 容特性 を加味 し，教 科 等本来 の魅力（教科 等 の本質）1)の具体 を検

討する ととも に， 教科 等本来 の魅力 に迫 る授 業づく り を行 って きた 。 

令和４ 年度か らは ，教 科等 本 来の魅 力に 迫る 授業 づ くりの 視点 を踏 まえて ，教師 の資 質

能力を 具体的 に示 すこ とを目 指した 。  

Schön（2007）は，『省 察的実 践とは 何か －プ ロフェ ッショ ナル の行 為と思 考－』（柳 沢ほ

か監訳 ）の 中で，「 有 能 な実践 者は 日 々の 実践 の中で ，適 切な 判断規 準を 言 葉で説 明で きな

いまま ，無数 もの 判断 をおこ なって おり ，規 則や手 続きの 説明 がで きない まま， 自分 の技

能を実 演して いる。」と述べ ている 。教師の 資質能 力を具 体的 に明 らかに するこ とは ，教 師

自身の 暗黙的 な行 為を 自覚化 するこ とに つな がり， 自身の 授業 を省 察的に 捉える こと につ

ながる と考え る。  

 また ，授業 づく りに 関わる 教師の 資質 能力 は， 教 科内容 に関 する 知識 や 素材を ，教 育実

践 の 文 脈 や 児 童 実 態 を 踏 ま え て 教 材 化 す る プ ロ セ ス 等 ，「 ① 授 業 を 構 想 す る 段 階 で 発 揮 さ

れる資 質能力 」や ，授 業中の 見取り や価 値付 け，マネジ メン ト等，「② 授業を 実践 する段 階

で発揮 される 資質 能力 」，児 童・生 徒の変 容 を分析・評 価し ，児童 や教師 自身へ フィ ード バ

ックを 行うこ と等，「③ 授業を 分析・評価す る 段階で 発揮さ れる 資質 能力 」等 が考 えられ る 。 

これら の資質 能力 の具 体を， 授業実 践を 基に 協議す るため に， 各教 科等で 共通の 枠組 み

を設定 するこ とに した 。 各教 科等で 共通 の枠 組みを 設定す るこ とに より， 教科等 を越 えた

汎用的 な視点 や， 教科 等固有 の視点 を整 理す ること ができ ると 考え た。  

 

表１  東雲小・中学校が捉える教師の資質能力  

資 質 能 力  資 質 能 力 の 説 明  

授 業 構 想 力  

○ 児 童 ・ 生 徒 の 実 態 や ， 学 習 内 容 を 踏 ま え ， 児 童 ・ 生 徒 が さ ら に 伸 び る た め

の 目 標 を 判 断 す る 視 点 （ 目 標 設 定 ）  

○ 教 科 等 の 本 質 を 捉 え て ， 素 材 を 教 材 化 す る 視 点
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そこで ， 東雲 小・ 中学 校それ ぞれの 授業 研修 におい て，こ れま で授 業観察 の視点 とし て

設定し ていた 項目 を基 に，教師 の資 質能力 を 表１に 示すよ うな「 授 業構想 力」「授 業実 践力 」

「授業 分析・ 評価 力」 の３つ の項目 に分 類し た。  

次に， 各教科 等で 授業 実践を 通して ，教 師の 資質能 力の具 体を 検討 した。 その結 果 ， 各

教科等 におけ る授 業構 想力や ，授業 実践 力， 授業分 析・評 価力 の具 体の一 端を明 らか にす

ること ができ た。  

また， 各教科 等に おい て授業 実践を 通し て明 らかに なった 教師 の資 質能力 を整理 した 結

果，各 教科等 の枠 組み を超え た汎用 的な 視点 を抽出 するこ とが でき た。具 体的に は， 授業

構想力 では，「学習 の つなが り」や 「興 味関 心の喚 起」等 ，授 業実 践力で は，「 思考を 深 め

るため の支援 」や 「協 働的な 学びを 生起 させ るため の支援 」等 ，授 業分析 ・評価 力で は，

「指導 のフィ ード バッ ク」や 「形成 的評 価」 等の視 点を抽 出す るこ とがで きた。  

さらに ，授業 分析 ・評 価力に 着目す ると ，単 元を貫 く発問 を関 連さ せた振 り返り （社 会

科）や ，期間 を置 いて の事後 調査（理 科），活動後 のワー クシ ート への気 付きや 思い の記 載

（生活 科）， ポート フ ォリオ として の振 り返 り（図 画工作 ・美 術科 ），単元 前後 の技能 テ ス

ト（体育・保健 体育 科 ），ICE ルーブリ ック（道徳科）等，多 様な 評価方 法が用 いら れて い

た。各 教科等 で設 定 し た教師 の資質 能力 の 妥 当性を 吟味す るた めに は，児 童・生 徒の 変容

に基づ いた吟 味が 必要 であり ，先述 した 内容 を踏ま えると ， 各 教科 等の特 性に応 じた 評価

方法を 用い た 吟味 を行 う 必要 がある とい える 。  

以上の ように ， 各 教科 等で授 業実践 を通 して ，教師 の資質 能力 の具 体を検 討した 結果 ，

教科等 の枠組 みを 越え た汎用 的な視 点や ，教 科等固 有の視 点を 明ら かにす ること がで きた

といえ る 。一 方で ，児 童・生 徒の変 容 の 見取 り につ いては ，各 教科 等にお いて多 様な 手法

が用い られて おり ， 各 教科等 の特性 を踏 まえ ながら ， 教師 の資 質能 力の妥 当性を 吟味 する

プロセ スにつ いて 共通 の枠組 みを設 定す る 必 要があ るとい う認 識に 至った 。  

 

３ 研究の目的 

昨年度 は，「 教科 等本 来の魅 力に迫 るた めの 教師 の 資質能 力」2)を 研究主 題とし て，各教

科等で 授業実 践を 通し て，教 師の資 質能 力の 具体を 検討し た 結 果， 授業構 想力 や ，授 業実

践力， 授業分 析・ 評価 力 の具 体の一 端を 明ら かにす ること がで きた といえ る。 一 方で ，児

童・生 徒の変 容の 見取 りにつ いては ，各 教科 等にお いて多 様な 手法 が用い られて おり ， 各

教科等 の特性 を踏 まえ ながら ， 教師 の資 質能 力の妥 当性を 吟味 する プロセ スにつ いて 共通

の枠組 みを設 定す る必 要 があ るとい う認 識に 至った 。そこ で， 今年 度も引 き続き ，研 究主

題を「 教科等 本来 の魅 力に迫 るため の教 師 の 資質 能 力」と し， 各教 科等で 設定 し た教 師 の

資質能 力の妥 当性 につ いて 検 討して いく 。そ の際，「逆 向き 設 計論 」に 基づい た ，授 業づ く

りを行 うこと にし た 。  
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（１）児童・生徒の変容を見取る逆向き設計論 

 Wiggins & Mctighe（ 2012）によ れば ，「 逆向き 設計論（ backward design）」は，求め ら

れてい る結果 （ desired result）を 明確に し （第１ 段階），その こ とを承 認でき る証 拠を 決

定して から（第 ２段階 ），学 習経 験と指 導を 計画す る（ 第３ 段階 ）という ３段階 で構 成さ れ

ると述 べてい る。また ，「逆 向き設 計」の要 素 は，到 達目 標（ goal），本質的 な問い（ essential 

question），パ フォ ー マンス 評価や 自己 評価 ，さらに，フィ ードバ ックを 重視し た評 価，す

なわち 形成的 評価 （ formative assessment） の要素 も含ま れる （名 倉， 2022）。  

 

（２）教師の資質能力との関連  

表１に 示す教 師の 資質 能力を 逆向き 設計 論 と 関連づ けると ，教師 は 授業を 構想す る上 で，

事前に 本時の 目標 を達 成した 具体的 な児 童・ 生徒の 姿や， 児童 ・生 徒の 多 様な考 え を 想定

するこ とが重 要だ と考 える。 また， 想定 した 具体的 な児童 ・生 徒の 姿を踏 まえて ，適 切な

目標を 設定し ，教科等 の本質 を捉え て ，素材 を教材 化す る 必要 があ る（ 授業構 想力）。そ の

際，想 定した 児童 ・生 徒の多 様な考 え を 踏ま えた， 具体的 な手 立て を構想 するこ とが ，児

童・生 徒の学 びを 保障 する上 で重要 だと いえ る。授 業実践 を行 う際 には， 事前に 想定 した

児童・ 生徒の 具体 的な 姿と， 実際の 授業 にお ける児 童・生 徒の 実態 を踏ま え なが ら， 授業

構想段 階で設 定し た 手 立てを 講じる 必要 があ る（授 業実 践力）。授 業 を分析・評 価す る際に

は，事 前に想 定し た具 体的な 児童・ 生徒 の姿 を踏ま え，質 的・ 量的 な児童 ・生徒 の変 容に

基づい て授業 を分 析す ること が重要 であ る。 その際 ， 児童 ・生 徒や 自身の 授業実 践へ フィ

ードバ ックし てい く省 察的実 践家の 振る 舞い が求め られる とい える （授業 分析・ 評価 力）。 

以上の 事から ，逆 向き 設計 論 に基づ いた 授業 づくり を行う こと によ り，授 業構想 力， 授

業実践 力， 授 業分 析・ 評価 力 の３つ の資 質能 力 を， 教師が より 発揮 し，有 機的に 連動 させ

ること が可能 にな る と 考えた 。  

 

（３）「教科等本来の魅力」との関連  

 先述 したよ うに ，逆 向き設 計論 に 基づ いて 授業構 想を行 うに あた って， はじ め に， 求め

られて いる結 果 を 明確 にする ことが 必要 とな る 。そ の際， 本研 究 の 主題に も含ま れて いる

「教科 等本来 の魅 力」の具体 が重要 にな る。授業構 想を行 う際 に，「 目標を 達成 した児 童・

生徒の 具体的 な姿 」や ， 多様 な考え を想 定す ること により ，そ れに 付随し て， 具 体的 な指

導の手 立てを 構想 する ことが できる 。ま た，構想段 階で，教科 等本 来の魅 力を踏 まえ た「 目

標を達 成した 児童 ・生 徒の具 体的な 姿」 を想 定して おくこ とに より ，児童 ・生徒 の変 容に

基づい た分析 ・評 価を 通して ，各教 科等 で設 定 した 「教科 等本 来の 魅力に 迫るた めの 教師

の資質 能力」 の妥 当性 を 吟味 するこ とが 可能 になる と考え る 。  
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４ 研究の方法  

 今年 度の研 究の 目的 である ，各教 科等 で設 定した 教師の 資質 能力 の妥当 性につ いて 検討

してい くため に， 表２ に示す ような 研究 推進 年間計 画を設 定し た。  

 

表２  東雲小・中学校研究推進年間計画  

日 程  内 容  

4/4  小 中 全 体 会 ①  ・ 主 題 説 明 提 案  ・ 教 科 等 協 議 → 意 見 交 流  

6/1  小 中 全 体 会 ②  ・ 逆 向 き 設 計 論 に 基 づ い た 具 体 的 な 授 業 構 想 例 示  

・ 教 科 等 協 議 → 意 見 交 流  

7/6 , 7/7 中 学 校 プ ロ ジ ェ ク ト 研 修  ・ 小 学 校 教 員 の 中 学 校 プ ロ ジ ェ ク ト 研 修 へ の 参 加  

7/26  小 中 全 体 会 ③  ・ プ ロ ジ ェ ク ト 研 修 を 踏 ま え た 意 見 交 流  

8/24  小 中 全 体 会 ④  ・ 教 科 等 の 基 本 的 な 考 え 方 の 交 流  

10/26  小 中 全 体 会 ⑤  ・ 主 題 説 明 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン  

11/18  研 究 会   

11/29  小 中 全 体 会 ⑥  ・ 研 究 会 振 り 返 り 交 流 （ 教 科 等 ）  

2/8  小 中 全 体 会 ⑦  ・ １ 年 間 の 研 究 の ま と め 交 流 （ 教 科 等 ）  

3/21  小 中 全 体 会 ⑧  ・ 次 年 度 の 主 題 説 明 （ 案 ） 提 案  ・ 今 年 度 の ま と め  

 

特に， 教員の 「連 携協 働」を 意識し ，東 雲小 ・中学 校の授 業交 流や ，各教 科等に おけ る

教師の 資質能 力に 関す る視点 の共有 に重 点を 置いて 計画を 立て た。  

また， 研究を 進め るに あたっ て，図 １に 示す ような プロセ スを 踏ま えて， 逆向き 設計 論

に基づ いた授 業づ くり ，及び 各教科 等で 設定 した教 師の資 質能 力の 妥当性 の吟味 を行 うこ

とにし た。  

なお， 公開授 業に おけ る，教 科等本 来の 魅力 に迫る ための 教師 の資 質能力 との関 連に つ

いては ，指導 案の 項目 ９に記 載して いる 。  
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〔授業構想段階〕  

 

 

〔授業実践段階〕  

・ 構 想 し た 指 導 方 法 （ 指 導 の 手 立 て ） に 基 づ い た 授 業 実 践  

・ 構 想 段 階 で 想 定 し た 児 童 ・ 生 徒 の 姿 と ， 授 業 場 面 に お け る 実 際 の 姿 を 踏 ま え ，  

適 宜 指 導 方 略 を 修 正  

 

〔授業分析・評価段階〕 

 

 

・構 想 段 階 で 想 定 し た 児 童・生 徒 の 姿 や ，事 前 に 設 定 し た 評 価 材 等 を 根 拠 に し な が ら ，

教 科 等 本 来 の 魅 力 を 踏 ま え た 目 標 を ， 児 童 ・ 生 徒 が 達 成 す る こ と が で き た か 否 か を

分 析 ・ 評 価  

 

図１：研究のプロセス  

 

 

 

＜ 第 １ 段 階 ＞  求 め ら れ て い る 結 果 の 明 確 化  

→  教 科 等 本 来 の 魅 力 を 踏 ま え た 目 標 を 達 成 す る こ と が で き た 児 童 ・ 生 徒 の  

具 体 的 な 姿 の 想 定  

＜ 第 ２ 段 階 ＞  承 認 で き る 証 拠 を 決 定  

→  評 価 材 の 決 定 （ ノ ー ト 記 述 ， 発 話 等 ） ＆ 児 童 ・ 生 徒 の 多 様 な 考 え の 想 定  

＜ 第 ３ 段 階 ＞  学 習 経 験 と 指 導 の 計 画  

→  想 定 し た 多 様 な 考 え を 踏 ま え た ， 指 導 方 法 （ 指 導 の 手 立 て ） の 検 討  

各教科 等本来 の魅 力に 迫るた めの 教 師の 資質 能力  

授業構想力  

授業実践力 授業分析・評価力  

設定した資質能力に基づいた授業構想  

設
定
し
た
教
師
の
資
質
能
力
の
妥
当
性
の
吟
味 

児童・生徒が目標を達成することができたか否か  
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５ おわりに 

 令和 ４年 12 月に は ，中央 教育審 議会 答申 として 「『令 和の日 本 型学校 教育 』 を担 う教 師

の養成 ・採用 ・研 修等 の 在り 方につ いて ～『 新たな 教師の 学び の姿 』の実 現と， 多様 な専

門性を 有する 質の 高い 教職員 集団の 形成 ～」が示さ れたよ うに ，Society5.0 時 代を見 据 え

た急激 な時代 の変 化に 対応し て，教 師 は 求め られる 知識・ 技能 が変 わって いくこ とを 意識

し，継 続的に 新し い知 識・技 能を学 び続 けて いく ， 省察的 実践 家の 姿勢を 持つこ とが 重要

だとい える。 しか し， 各教科 等本来 の魅 力（ 各教科 等の本 質） は， 急激な 時代の 変化 に対

応する 教育が 求め られ る中で も，授 業を 通し た教育 活動に おい て重 要な視 点の１ つで ある

ことは 不変だ と考 える 。 また ，本校 では ，毎 年多く の学生 に教 育実 習を実 施して おり ， 教

科等本 来の魅 力に 迫る ための 教師の 資質 能力 を明ら かにす るこ とは ，教師 教育の 視点 から

実習指 導へ反 映さ せる ことに 通ずる と考 える 。 さら に，近 年教 員の 若年化 が進行 して いる

現状を 踏まえ ると ，各 教科等 におけ る授 業づ くりの 視点に つい て， 授業実 践を通 して 公開

するこ とは意 義が ある ことで あり， 本研 究が 多くの 先生方 にと って ，日々 の授業 づく りを
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